
[成果情報名] 農作業分野での高齢者人材の活用に向けた作業能率・負担調査

[要約] 高齢者のトマト収穫作業、キク摘芽作業、リンゴ摘果作業の作業能率と作業負担

(RMR) の調査を行った結果、いずれの作業も習熟者の 5~6 割程の作業能率で、作業負担は

低いことから、高齢者人材を活用することができる。

[キーワード] 高齢者、作業能率、作業負担、シルバー人材センター、人材活用

[担当]宮城農園研・情報経営部

[連絡先]電話 022-383-8114

[区分]東北農業・基盤技術 (作業技術、経営)

[分類]技術・参考

-------------------------------------------------------------------------------

[背景・ねらい]

シルバー人材センターを活用する認定農業者は、高齢者の雇用にメリットを感じており、

重要な労働力として位置づけている。そこで、雇用計画時に必要であると考えられる品目

ごとの作業能率と作業精度の調査を行うとともに、高齢者にとって安全で持続可能な作業

かを明らかにするために、作業負担の調査も行う。これらの結果は、高齢者を雇用する農

業者や高齢者の農作業請負を行うシルバー人材センターが、雇用者の作業能率と支払賃金

との関係などを検討する際や、安全対策を導入する際に活用できる。

[成果の内容・特徴]

１．高齢者のトマト収穫作業の作業能率は、習熟者の 51%である。キク摘芽作業の作業

能率は習熟者の 58%で、リンゴ摘果作業は習熟者の 51%の作業能率となっている

(表 1)。

２．トマト収穫作業時の RMR (相対的エネルギー代謝率) は、1.7 である。また、キク摘

芽作業時の RMR は 0.5、リンゴ摘果作業時の RMR は 1.0 となっている。このことか

ら、これらの作業は極軽作業から軽作業に分類でき、作業負担は低いと考えられる

(表 2)。

３．いずれの作業でも強く自覚疲労を感じる高齢者はいなく、高齢者に適した作業であ

ると言える (表 3)。

４．作業精度に関しては、キク摘芽作業の取り残しと、リンゴの摘果作業の摘み残しの

項目が低い。作業開始時点に比べ、作業終了時点では評価が向上できているため、

継続して作業をしていくことで、さらなる評価向上が期待できる (図 1)。

[成果の活用面・留意点]

１．調査の対象は，事前に品目に関する作業の研修会を行ったシルバー人材センター

会員で、研修前に同じ内容の農作業の経験がほぼ無い人を選定している。

２．習熟者とは、そのほ場で数年間作業経験がある者としている。

３．トマト収穫作業は 1 時間行い、作業能率調査、負担調査ともに 1 時間通して行って

いる。キク摘芽作業は 7.5 時間行い、作業能率調査、負担調査ともに 7.5 時間通し

て行っている。リンゴ摘果作業は 5 時間行い、作業能率調査は 30 分間の作業を 3

回で、計 1.5 時間の調査を行っている。作業負担調査は 5 時間通して行っている。

４．自覚疲労調査は、各作業開始直前と終了直後に行っている。

５．トマト収穫作業調査期間中のトマト温室内の最高 WBGT は 32.5 ℃、キク摘芽作業

調査期間中の露地キク圃場の最高 WBGT は 32.7 ℃となり、高温対策が必要である。

また、リンゴ摘果作業はハシゴ作業が多いので、転倒防止のための安全対策が必要

になる。



[具体的データ]

表1 高齢者と習熟者の作業能率

※高齢者は農作業に不慣れで、対象作業の研修会を1回受けた者である。

表2 高齢者の作業負担調査

。

表3 高齢者の自覚疲労調査

※自覚症疲労調査は、日本産業衛生学会疲労研究会 (2002) を用いた。

※自覚疲労の増減 (%) は、(作業後の各群合計-5)×5-(作業前の各群合計-5)×5 により求めた。

※精度はＡ(80％程度以上),Ｂ(概ね50％程度),Ｃ(30％程度以下)の３段階で評価し,Ａ80点,Ｂ50点,Ｃ30点として計算した。

図1 高齢者の農作業精度の評価

（宮城県農業・園芸総合研究所）
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平均 WBGT (℃)

年齢 高齢者／習熟者 (調査期間)

高齢者 10 70.7 25.7 kg／時 22,1～27.7

習熟者 4 不明 50.7 kg／時 (2009年6月29日～7月3日) 農場従事者

高齢者 10 64.2 11 ｍ／時 26.3～28.3

習熟者 5 50～60代 18.8 ｍ／時 (2009年7月15日～7月17日)農場従事者

高齢者 10 65.9 1426 果／時 18.8～21.8
習熟者 6 50～70代 2713 果／時 (2010年5月28日～6月9日) 農場従事者

トマト収穫

キク摘芽

リンゴ摘果

作業 区分 人数 備考

50.7%

58.5%

51.2%

平均作業量

作業能率

心拍数
増加率

ＲＭＲ 分類 備考

トマト収穫 18.56 1.69 軽作業 心拍数増加率はn=5、RMRはn=4

キク摘芽 10.98 0.51 極軽作業 心拍数増加率はn=5、RMRはn=7

リンゴ摘果 19.00 1.02 軽作業 心拍数増加率、RMRともにn=10

作業
作業負担

Ⅰ群 Ⅱ群 Ⅲ群 Ⅳ群 Ⅴ群

ねむけ感 不安定感 不快感 だるさ感 ぼやけ感

トマト収穫 -3.5 -2.0 0.5 -2.0 0.5

キク摘芽 3.0 -3.0 1.5 9.5 2.5

リンゴ摘果 -2.0 -5.0 -1.0 -0.5 3.5

自覚疲労の増減 (%)

作業


